
ホワイトハンドコーラスNIPPONとは�

「舞台から未来を創る」 
ホワイトハンドコーラスは、1995年に社会問題解決型の音楽教育「エルシステマ」の本拠地ベネ
ズエラで誕生したインクルーシブな芸術活動を行う合唱隊です。聞こえない子も、見えない子も、
車椅子の子も、その友達も、多様な子どもたちが互いの力を合わせて表現します。手話や表情の
表現で歌う（手歌）サイン隊と、声で歌う声隊がともに奏でる音楽は、見えない壁を乗り越える
未来の世代の芸術創造です。日本においては2017年より活動を開始。2020年度から一般社団法
人El Sistema Connectと公益財団法人東京都歴史文化財団東京芸術劇場との共催事業として東
京・京都において聴覚障害や視覚障害を含む約40名が活動を行なっています。指導は芸術監督で
あるコロンえりか（ソプラノ歌手）や井崎哲也（ろう者劇団特別顧問）をはじめとして、現役で活
躍するプロの音楽家や俳優、パフォーマーが行っています。主な活動は2021年新国立劇場オペ
「Super Angels」への出演、N H Kみんなのうた「ツバメ」、バッハ・コレギウム・ジャパン「ク
リスマス・スペシャル・コンサート」出演や京都コンサートホールにおける自主公演など。写真家
とのコラボ作品展「第九のきせき」や、絵本ムービー「ミルとキクとポッシボ」制作など幅広い
活動を通して障がい者と共創する新しい芸術活動の普及を目指しています。 

【受賞】 
2022年10月　SDG’s岩佐賞ジャパンスカラシップ　芸術賞「第九のきせき」田頭真理子 
2021年2月「京都はぐくみ憲章推奨団体」としてはぐくみアクション賞 
2019年11月　ローマ法王来日に合わせ演奏　メダル授与 

【ホワイトハンドコーラスの特徴】 
1、子どもと一緒にインクルーシブな未来をデザインする 
　　当事者性の尊重から自己肯定感と寛容へ：子どもも運営に参加、手歌制作、リーダー制度 

2、 障がいの有無や経済状況に関わらず無償で参加できる：公共の劇場、自治体との協働 

3、プロの表現者との芸術創造：ホンモノの体験/オーディエンスの意識改⾰�



【ホワイトハンドコーラスNIPPON主な活動】�

【Media】�

�

�

�

2021年8月21日/22日 
新国立劇場 新作オペラSuper Angels 

作曲：渋谷慶一郎 
脚本：島田雅彦 
指揮：大野和士 
制作：新国立劇場 

2021年12月21日 
東京芸術劇場 第九番交響曲 

指揮：鈴木優人/コロンえりか 
主催：バッハ・コレギウム・ジャパン 

2021年11月18日-/2022年5月 
写真展「第九のきせき」 
撮影：田頭真理子 
共催：(一社)El Sistema Connect 
 21年/公益財団法人東京都歴史文化財団 
22年/ダイアローグ・ソサエティジャパン 
場所： 
21年/東京芸術劇場 
22年/ダイアログ・ダイバーシティミュージアム 

Photo：Mariko Tagashira

2022年3月30日-9月の月間歌 
NHKみんなのうた「ツバメ」 
手歌バージョン 

制作：NHK 
出演：ホワイトハンドコーラスNIPPONと
ミドリーズ 

※4/20NHK出版より楽譜出版

Photo：Mariko Tagashira

※SDGs岩佐賞ジャパンスカラシップ芸術賞受賞



【メディア掲載情報】 

2022年 
・教育芸術社『ブーケ』第16号 2022年10⽉末発⾏ �
・TV�NHK総合「あおきいろ」＃８（2022年3⽉30⽇より複数回放送）�
・TV�NHK総合「みんなのうた」ツバメ⼿歌バージョン（2022年4⽉3⽇より複数回放送）�
・オンライン：FNNプライム「聞こえない⼦どもたちが「⾳楽を表現する」�“きせき”のホワイト �
 ハンドコーラスとは」フジテレビ解説委員 鈴⽊款（https://www.fnn.jp/articles/-/359652）�
・新聞：朝⽇新聞（2022年10⽉22⽇)�SDGʼs�岩佐賞ジャパンスカラシップ 芸術賞受賞�
・新聞：朝⽇新聞(2022年9⽉22⽇）「⼿で奏る歌 広がる」�
・新聞：京都新聞(2022年9⽉13⽇）「『⼿歌』と声�ハーモニー」�
・新聞：沖縄タイムズ(2022年9⽉3⽇）「ベネズエラ発祥合唱団始動 参加募る」�
・新聞：朝⽇新聞(2022年5⽉12⽇)「⼿話で⾒て聞く『歓喜のうた』」�
・新聞：読売新聞（2022年3⽉13⽇）「全盲⽝合唱団名誉団員に」※読売オンライントップ掲載�
・新聞：朝⽇新聞（2022年4⽉4⽇）「第九のきせき」体験型写真展開催�
・新聞：毎⽇新聞（2022年4⽉4⽇）「第九のきせき」体験型写真展開催�
・新聞：京都新聞（2022年4⽉4⽇）「第九のきせき」体験型写真展開催�
・全国社会福祉協議会出版部『保育の友』2022年1⽉~6⽉号巻頭メッセージ連載 

2021年�
・TV：NHK総合「未来スイッチ」�
 ⼤使館で⾒たSDGs▽⾳楽教育で社会に調和を〜ベネズエラ⼤使館〜�
 2021年3⽉26⽇以降複数回放映�
・TV：NHK教育�NHK�for�School「u&I」きこえないってかわいそう？�
 ※井崎哲也（監修）、⽔野冬⾺（⼿話通訳・出演）�
・TV：東京MXテレビ「⽇曜はカラフル」�
 2021年4⽉11⽇、4⽉18⽇�
・新聞：うたごえ新聞（2021年2⽉22⽇付）�
・新聞：うたごえ新聞（2021年2⽉8⽇付）コロンえりかインタビュー�
・新聞：うたごえ新聞(2021年2⽉15⽇付)�コロンえりかインタビュー�

2020年�
・TV：東京MXテレビ「⼤使館晩餐会」（2020年５⽉11⽇放送）�
・新聞：東京新聞「⼟曜訪問」（2020年8⽉8⽇）�
・新聞：朝⽇新聞（2020年8⽉24⽇付）�
・TV：BS東京「おんがく交差点」(2020年10⽉10⽇放送）※コロンえりか⼿歌披露�
・新聞：⻑崎新聞「時の顔」（2020年10⽉6⽇付）�
・新聞：毎⽇⼩学⽣新聞（2020年11⽉28⽇付）※⼀⾯掲載�
・新聞：毎⽇新聞（2020年11⽉26⽇付）�
・新聞：北國新聞（2020年12⽉13⽇付）�
・新聞：北國富⼭新聞（2020年12⽉19⽇付）�
・TV：北陸放送（2020年12⽉19⽇放送）�

https://www.asahi.com/articles/ASN8R73VVN6ZUTIL04J.html
https://mainichi.jp/maisho/articles/20201128/kei/00s/00s/020000c
https://mainichi.jp/articles/20201126/k00/00m/040/212000c
https://this.kiji.is/712720188771352576?c=388701204576175201


【コンサート出演】�
2022年�
沖縄ホワイトハンドコーラス発⾜記念コンサート 沖縄市⺠会館(12⽉25⽇）�
※沖縄市「⾳楽によるまちづくり推進事業」�
国⺠⽂化祭・障害者交流 沖縄くくる⽷満(11⽉20⽇）�
Dream�Landミュージックビデオ配信公開（11⽉）�
みんなの森 ミュージックビデオ公開 ねんドル岡⽥ひとみ２０周年個展表参道ヒルズ（11⽉）�
⾃主公演（東京・京都合同）京都コンサートホールアンサンブルホールムラタ(9⽉23⽇)�
ホワイトハンドコーラスx対話の森ミュージアム コンサート（5⽉8⽇）�

2021年�
Sir.�Ken�Robinson�“Imagine”フェスティバル リモート出演（3⽉23⽇）�
ホワイトハンドコーラスx対話の森ミュージアム コンサート（4⽉1⽇）�
新国⽴劇場オペラ Super�Angels（8⽉21⽇,22⽇ 世界初演）�
パラリンピック閉会式（9⽉8⽇）�
渋⾕区主催パラリンピック公式⽂化プログラム 配信コンサート(9⽉8⽇）�
バッハ・コレギウム・ジャパン第九コンサート（12⽉21⽇）�

2020年�
都響主催サラダ⾳楽祭リモート動画出演(9⽉）�
京都・ふれあいコンサート（11⽉3⽇）�
東京芸術劇場・京都⼤徳寺⿓光院 配信コンサート（11⽉29⽇）�
いしかわ・⾵と緑の楽都⾳楽祭（12⽉18⽇）�
いずみホール・クリスマスパイプオルガンコンサート（12⽉19⽇）※⼿歌�

【講演など】�
⽇本⾳楽教育学会第53回⼤会（2022年11⽉6⽇）�
公営財団法⼈AFS⽇本協会(2022年10⽉8⽇）�
おきなわ熱中⼩学校（2022年3⽉27⽇）�
⽇本⾳楽教育学会関東地区例会（2022年3⽉19⽇）�

＜⼩学校＞�
同志社⼩学校、全学年有志(2020年6⽉24⽇）�
港区⽴笄⼩学校、1年⽣・2年⽣対象（2020年12⽉10⽇）�
荒川区⽴第⼆峡⽥⼩学校（2021年2⽉）�
⼋丈島三原⼩学校、全学年対象（2021年3⽉22⽇）�
帝京⼩学校(2022年3⽉8⽇)�

＜⾼校＞�
豊南⾼等学校（2021年2⽉）�

＜⼤学＞�
神⽥外語⼤学（2020年6⽉25⽇）�

https://youtu.be/b1mPtcFA9bM
https://www.doshisha-ele.ed.jp/doshisha_info/phg03/2020/06/30932
http://kougai-es.minato-tky.ed.jp/jontbxkje-267/%23_267


聖⼼⼥⼦⼤学(2020年6⽉12⽇）�
東京芸術⼤学（2021年10⽉13⽇）�
＜その他講演＞�
私⽴ザベリオ学園中学講演会(2022年11⽉24⽇）�
国際ソロプチミスト豊橋30周年記念講演（2022年11⽉23⽇）�
IEO国際⽂化交流団体（2022年2⽉27⽇)�
東京銀座ロータリークラブ卓話（2021年3⽉31⽇）�
ACT4メンバー向け対談（2020年11⽉21⽇）�
鴻巣コミュニティ⼤学（2020年10⽉24⽇）�
三越トラベル（2020年8⽉20⽇）�
ジャポニズム振興会（2020年1⽉11⽇）�
豊橋国際交流協会（2020年8⽉20⽇）�
中央区⼥性ネットワーク（2019年7⽉6⽇）�

<問い合わせ先>�
東京都中央区⽇本橋2-2-3�RISHEビルUCF４階�

info@elsistemaconnect.or.jp�

mailto:info@elsistemaconnect.or.jp


ホワイトハンドコーラスNIPPON 活動報告 

2021年10月ー2022年9月 

ワークショップ　 
◯東京におけるワークショップ ：48 回開催　 
各回平均参加者数：38人x48回  
参加者属性：視覚障害5人、聴覚障害12人、自閉症含む発達障害6人、その他身体障害1人、健常24人 
外部見学者数：125人 
指導スタッフ：10人 
助演スタッフ：６人（ろう者俳優など、ロールモデルとなる大人の参加） 

◯京都におけるワークショップ　40 回開催(開催できない時は東京のワークショップにZOOM参加） 
各回平均参加者数：5人x 40回 
参加者属性：聴覚障害3人、発達障害2人、その他身体障害1人、健常2人 
指導/助演スタッフスタッフ：2人/4人 

◯沖縄におけるワークショップ　10 回開催（8月27日より開始） 
各回平均参加者数：15人x 10回 
参加者属性：聴覚障害3人、発達障害9人、その他身体障害1人、健常5人 
指導スタッフ：5人 

成果発表（次項より、依頼公演、自主公演を含む成果発表の場を参照） 
観客総数：3250人（Youtube配信などを除く実際のコンサート、発表来場者数） 

スタッフ育成 
ワークショップ終了後に毎回フィードバック。月に一度の指導者ミーティングを目指したが、現場でのやり
とりで終わり全員集合のミーティングができない月もあった。新しいスタッフも増えたため次年度は定期的
なオンラインスタッフ養成講座を計画している。 

広報活動 
◯インクルーシブ読み聞かせ絵本ムービー制作 
株式会社電通に所属する作家と共同で、ホワイトハンドコーラスの活動をテーマにした絵本ムービー制作 
「ミルとキクとポッシボ」（第一話公開中）http://mirukikupossible.jp 
◯アンケート実施（合計3回） 
ワークショップに関して、参加者、保護者、スタッフアンケートを年に2回実施。成果発表の後も実施。家
庭での子どもとの向き合い方の変化、子どもの自立への効果などがみれた。また成果発表の際に来場者への
アンケート調査も行い、意義や課題を確認できた。 
◯ドキュメンタリー制作 
さわかみオペラ振興財団の協力のもと、一から第九に取り組んだメンバーのワークショップを3ヶ月に渡っ
て記録。2023年1月完成予定。来年の上映会についてもすでに５か所で内諾を得ている。 

コミュニティ形成 
◯LINE WORKSの活用　作業チームごとにグループを作り地域横断的にコミュニケーションツールとしての
運用を開始。 
◯「子どもも大人もポッシボ会議」8月より月に1回満月の夜にオンライン開催（自由参加）　 
参加者数平均33名　子どもから出たアイデアをもとに成果発表会向けにギャラリーなどを作った。 



成果発表について 

①「第九のきせき」写真展開催 

2021年11月18日～21日、東京芸術劇場との共催により同劇場ギャラリースペースにて、田頭真理子氏に
よる写真展「第九のきせき」を開催。ホワイトハンドコーラスNIPPONが表現するベートーヴェンの「第
九」を『可視化』した革新的な試みでした。写真家による光る手袋のアイディアから生まれた手歌の軌跡
は、大きな反響を呼びました。 

※2022年10月　SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞　芸術賞受賞 田頭真理子さん（朝日新聞） 
 

▲第九より「喜び」 

▲第九より「つばさ」 

▲第九より「世界中に」 
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撮影

主催：一般社団法人  El  Sistema Connect
共催：公益財団法人東京都歴史文化財団  東京芸術劇場
協賛：日光ケミカルズ株式会社，日本サーファクタント工業株式会社，株式会社コスモステクニカルセンター
協力：合同会社 MUSIC DESIGN，株式会社京鐘，社会福祉法人トット基金
後援：駐日ベネズエラ大使館
コミュニケーションデザイン：内藤久幹／グラフィックデザイン：田中良治

2021 年 1 1 月 18 日㊍より 2021 年 1 1 月 21 日㊐  公開時間 10:00–19:00  18日に限り 13 時から／ 21日に限り 17 時まで

東京芸術劇場ギャラリー 2  5 階 入場無料



②Bach Collegium Japan クリスマス・スペシャル・コンサート 

2021年12月21日、東京芸術劇場で開催されたBach Collegium Japan（以下BCJ ）クリスマス・スペシャ
ル・コンサートに、ホワイトハンドコーラスNIPPONが特別出演。鈴木優人マエストロ率いるBCJの皆さま
と、クリスマス・キャロルやベートーヴェンの交響曲 第九番（通称 第九）の第四楽章を、声隊・サイン隊
共に演奏いたしました。SNSでも「ホワイトハンドコーラスNIPPON」が話題となりました。音楽評論家に
よっても手歌による子どもたちの熱演は「異次元の第九」「今までで最高の第九」など高い評価を得ました。
 

 



③『ツバメ～手歌バージョン』NHK「みんなのうた」に出演 

2022年2月27日、NHKのスタジオで声隊のレコーディング、また「ミドリーズ」と共にサイン隊・声隊も
MV撮影に臨みました。「7月・9月のうた」として毎週2回放送、また「いろとりどりさん～じゅん～」も
注目を集めました。「じゅん」は、ホワイトハンドコーラスNIPPONサイン隊のメンバーです。難聴の子供
の目線から見た世界について、アニメーションにして頂きました。こちらも7月中4回放送されました。手歌
バージョン及び手歌解説バージョンは、NHKの公式Youtubeから公開されています。 

④『ツバメ』手歌掲載の楽譜出版 

NHK出版より、「手歌版」の写真図解付きの楽譜が出版されました。NHK出版の楽譜に手話の解説が載っ
たのは初めてです。（Ayase『NHK 「ひろがれ！いろとりどり」テーマソングツバメ』、2022年4月20
日、NHK出版。 

 



⑤体験型写真展「第九のきせき」開催 

2022年4月29日～5月29日、ダイアログ・ダイバーシティミュージアム「対話の森」にて二度目の「第九の
きせき」写真展を開催。共催は一般社団法人ダイアローグ・ソサエティ・ジャパン。「体験型写真展」と題
し、一度目とは展示方法も大幅に変更した「見て触れる」写真展を目指し、手歌の軌跡を立体的な特殊印刷
（協力：株式会社アマナ）で表現するなど、視覚障害を持った方々にも、より積極的で新しいアプローチを
試みました。また、BCJとのライブ録音を使って写真に合わせた音響効果にも挑戦しました。期間中、手歌
ワークショップやミニコンサートを実施するなど子どもも観衆も巻き込んだイベントを複数回開催しまし
た。 

▲第九より「つばさ」　　　　▲ミュージアム・コンサートの様子 

▲高円宮久子妃殿下2度目のご来場 
(写真掲載許可済み） 

鈴木款による解説記事（FNNプライムオンライン） 
聞こえない子どもたちが「音楽を表現する」 “きせき”のホワイトハンドコーラスとは 
https://www.fnn.jp/articles/-/359652 

2022年10月　田頭真理子　SDGs岩佐賞ジャパンスカラシップ芸術賞受賞

https://www.fnn.jp/articles/-/359652


⑥「おかあさんといっしょ」夏の特番　手話で歌おうきんらきらぽん　8月1日～6日放映 

NHKの長寿番組「おかあさんといっしょ」で初めて、コミュニケーション言語としての「手話」を紹介。斎
藤陽道作詞の「きんらきらぽん」を手話で歌い、解説するコーナーにおいて、コロンえりか・井崎哲也をは
じめホワイトハンドコーラスの指導陣が監修・制作・指導を行い、子育て世代に大きな反響を呼びました。
冬にも再度手話で歌うコーナーを制作予定です。 

※ポニーキャニオンより手話解説ページ公開中　https://mama.ponycanyon.co.jp/kinrakira-pon/ 

⑦京都コンサートホールでの第一回自主公演開催 

2022年9月23日（金・祝）、京都コンサートホール（小ホール・アンサンブルホールムラタ）にて、『ぼ
くらはみんなうたうたい～ホワイトハンドコーラスNIPPON×近江シンフォニエッタ』と題し自主公演を
行った。合唱指揮には新進気鋭の辻博之氏を迎え、近江シンフォニエッタのメンバーによる室内楽もお楽し
み頂きました。普段ピアノ伴奏で練習に励む子供達にとって、美しい弦楽器アンサンブルとの共演は大変貴
重なものでした。満員のお客様のあたたかい拍手に包まれて、大盛況となりました。 

 



☆来場者アンケートより☆ 
◯今後の活動に期待すること 
・認知度向上による活動の継続性 
・このまま、それぞれの個性が発揮できる活動を続けてください。 
・子どもたちがチャレンジ出来る団体でありますように 
◯印象に残った点 
・舞台を楽しんでいる出演者の表情 
・メンバーの結束力の高さ、笑顔、パフォーマンスのレベルの高さ。 
・子供たちの表現力には感動しました！ 
・これまでにこんなに温かい気持ちになったコンサートはなかった。 
・すべての人が楽しめるように工夫されているところです。 
・声隊、サイン隊、そして映像のバランスがよかったと思いました。 

⑧「育音SongS」によるオリジナル楽曲制作プロジェクト 

2022年夏、Good Morning（CAMPFIREグループ）を通してクラウドファンディングが実施されました。
J-POPのヒットメーカー、Shusui氏と曽根由紀江氏により、ホワイトハンドコーラスNIPPONのためにオリ
ジナル楽曲をご提供いただきました。普段のレッスンではなかなか触れる機会のないJ-POPに子供達は大喜
びで、声隊はすぐに歌を暗譜し、サイン隊も大いに想像を膨らませながら手歌作りに取り組みました。こち
らは10月23日（日）に東京芸術劇場シンフォニースペースにて、ミュージックビデオの撮影や成果発表会
を開催しました。完成した作品は、ネットでの有料配信が予定されています。 

⑨その他 

【講演や出張授業など】 
京都女子大学教員研修　講演(2022年1月25日） 
私立ザベリオ学園中学講演会(2022年11月24日） 
国際ソロプチミスト豊橋30周年記念講演（2022年11月23日） 
公営財団法人AFS日本協会(2022年10月8日） 
おきなわ熱中小学校（2022年3月27日） 
日本音楽教育学会関東地区例会（2022年3月19日） 
＜小学校＞ 
帝京小学校(2022年3月8日) 
＜大学＞ 
東京芸術大学（2021年10月13日） 
＜その他講演＞ 
IEO国際文化交流団体（2022年2月27日) 

研究発表 
日本音楽教育学会　第53回大会「対話する音楽教育」 
嶋田由美（学習院大学）、中嶋俊夫（横浜国立大学）と共同発表(2022年11月6日) 

Asiatic Society Japan 高円宮久子妃殿下の推薦の元基調講演　(2023年1月30日) 



新聞記事など 
朝日新聞　夕刊 2022年9月22日掲載 

 
沖縄タイムス　2022年9月3日掲載 



読売新聞　2022年4月7日掲載 

※広島版紙面に掲載後、全国版読売オンラインでトップニュースとして紹介された 





 

 2023年1月22日　沖縄タイムス　子ども新聞一面掲載


